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８．ノロウイルスによる感染性胃腸炎について 

 

 

１．原因及び感染経路 

ノロウイルスによる感染性胃腸炎は、ノロウイルスに汚染された貝類を、生あるいは不

十分な加熱で食べた場合に感染します。また、食品の取扱者がウイルスに感染し、その人

の手指などを介して汚染された食品を食べた場合や、感染者の吐物や便などを介してウイ

ルスが口に入った場合などに感染します。 

毎年、冬場にはこのウイルスを原因とする食中毒が多発する傾向があります。高齢者が

集団で生活している施設等においてノロウイルスが発生した場合、二次感染や飛沫感染を

予防し、まん延を防ぐことが重要です。 

 

２．ケアの具体的方法と注意 

①高齢者など抵抗力の弱い方の食事について、加熱が必要な食品（特に、カキなどの二枚

貝）は中心部までしっかり加熱するようにしましょう。（85℃、１分以上） 

②石けんを使用し、十分な手洗いとうがいを励行しましょう。手洗い後は、タオルの共用

を避け、使い捨てのペーパータオルなどを使用しましょう。 

③調理器具等は、使用後に消毒・殺菌を行いましょう。（消毒用アルコールは効果が弱く、

熱湯か次亜塩素酸ナトリウムが効果的です。） 

④盛り付けや配膳などの作業時には、使い捨て手袋を着用しましょう。また、下痢や嘔吐

症状のある方は、食品を直接取り扱う作業をしないようにしましょう。 

⑤感染者が発生した場合は、利用者と職員の健康状態（症状の有無）を把握し、発生した

居室、階ごとにまとめ、受診状況や診断名、検査と治療内容を記録しましょう。職員や

来訪者の健康状態によっては、利用者との接触や面会を制限する措置を講じてください。 

⑥吐物や便を処理する場合は、使い捨ての手袋、マスク、エプロンを着用し、ウイルスが

飛び散らないように処理しましょう。 

●汚物をペーパータオル等で静かにふき取る。おむつ等はできる限り揺らさないよう

速やかに閉じます。 

●汚物が付着した床等は、次亜塩素酸ナトリウムで浸すようにふき取ります。 

●おむつやふき取りに使用したペーパータオル、手袋等は、ビニール袋に密封して廃

棄します。 

●リネン類の消毒は、85℃、１分以上の熱水洗濯、または次亜塩素酸ナトリウムに浸

けて消毒しましょう。 

●ノロウイルスは乾燥すると容易に空中に漂い、これが口に入って感染することがあ

るので、汚物を乾燥させないうちに処理することが重要です。感染者が発生した場

合は、換気を十分に行いながら、ドアノブ、カーテン、リネン類、日用品などの環

境についても次亜塩素酸ナトリウムで消毒するようにしましょう。 
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《消毒液の作り方》 

○準備する薬剤：５％の次亜塩素酸ナトリウム（例：家庭用塩素系漂白剤キッチンハ

イター、キッチンブリーチなど） 

○水５００ml あたり漂白剤のキャップ２杯（１０ml）を混ぜる（濃度 1000ppm に相当） 

 

 

３．家族への説明 

ノロウイルスは感染力が非常に強いため、ご家族等への二次・三次感染を防止する必要

があります。そのためには、汚物の処理方法はもちろんのこと、調理器具や環境の消毒・

殺菌方法について理解していただけるようわかりやすく説明を行う必要があります。 

 

４．介護者の安全対策 

介護者の安全を図るため、事業者や施設においては、常日頃より職員の健康状態の把握

を行うとともに、感染予防や感染拡大防止のための処置について理解を深めておく必要が

あります。また、感染症発生に備えて、ビニール手袋、マスク、エプロン、ペーパータオ

ル、雑巾、ビニール袋、次亜塩素酸ナトリウム、バケツ等をセットにして用意しておくと

よいでしょう。 

 

５．その他 

①症状について 

感染すると１～２日後に発症し、主な症状は吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、発熱（軽度）

などです。通常は１～２日で収まりますが、高齢者や乳児では、脱水症状により重症化

することがあります。また、症状か収まっても、１週間ぐらいは便にウイルスが排出さ

れますので、その間も二次感染の防止に注意が必要です。 

 

②治療方法について 

現在、このウイルスに効果のある治療薬はありません。通常は、脱水症状がひどい場

合に点滴を行うなど水分の補給を行う対症療法が行われます。 


